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日 時 令和6年12月12日(木) １４時３０分～１５時３０分
主 催 国土交通省 国土技術政策総合研究所
場 所 一橋講堂（東京都千代田区一ツ橋2-1-2）

能登半島地震、日向灘地震を経験して
首都圏で備えるべきこと

2024/12/12 1一橋講堂

東京大学名誉教授 平田直
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内容

1. 令和6年能登半島地震
2. 首都直下地震とは何か？
3. 南海トラフ巨大地震と臨時情報
8月8日の日向灘の地震（Ｍｊ＝7.1）

4. 災害を軽減するために
5. まとめ

2024/12/12 2一橋講堂
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50～100 ㎞50～150 ㎞

300 ㎞

令和6(2024)年能登半島地震：M7.6

平成28（2016）年熊本地震：M7.3

平成7（1995）年兵庫県南
部地震：M7.3

放出されたエネルギーは、約３倍

空間的広がりは、2～3倍

42024/12/12 一橋講堂
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気象庁作成資料に加筆

• 16時12分に新潟県、

富山県及び石川県に津
波警報を、北海道日本
海沿岸南部から山 口
県にかけての日本海沿
岸に津波注意報

• 16時22分に石川県

能登を大津波警報に切
り 替え、

• 山形県、福井県及び兵
庫県北部を津波警報に
切り替え、北海道太平
洋沿岸西部、北海道日
本海沿 岸北部及び九
州地方の日本海沿岸に
津波注意報を発表した
（２日10時00分に解除）。

一橋講堂 5

大
津
波
警
報

10m超
(10m<高

さ）

10m
（5m<高さ
≦10m)

5m
（3m<高さ
≦5m)

津
波
警
報

3m
（1m<高さ
≦3m)

津
波
注
意
報

1m
（20cm<高
さ≦1m)

地震発生時刻 １月１日16時10分

2024/12/12
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令和6年能登半島地震震源域西部の津波痕跡
東京大学地震研究所・富山大学・信州大学・岡山大学作成 地震調査委員会資料

62024/12/12 一橋講堂
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「だいち２号」観測データの2.5次元解析による
令和6年能登半島地震（2024年1月1日）に伴う地殻変動

輪島市西部で最大
約 4 m（暫定値）の
隆起、最大約 2 m
（暫定値）の西向き
の変動が見られま
す。珠洲市北部で最
大約 2 m（暫定値）
の隆起、最大約 3 
m（暫定値）の西向

きの変動が見られま
す。

出典：国土地理院

72024/12/12 一橋講堂
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国土地理院空中写真による地殻変動
珠洲市長橋町付近

2024年1月2日撮影2010年4月撮影

地震後地震前

出典： 国土地理院 https://www.gsi.go.jp/BOUSAI/20240101_noto_earthquake.html#5
82024/12/12 一橋講堂

https://maps.gsi.go.jp/#17/37.499921/137.155091/&base=std&ls=std%7Cgazo4%7C20240102noto_wazimahigashi_0102do&blend=00&disp=101&lcd=20240102noto_wazimahigashi_0102do&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m1f0&base2=std&ls2=std%7Cseamlessphoto&blend2=0&disp2=11
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広範囲の沿岸の「陸化」

9
国土地理院資料に加筆 出典：https://www.gsi.go.jp/uchusokuchi/20240101noto_pwr.html

2024/12/12 一橋講堂
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鹿磯漁港, © 平田直 2024年3月15日撮影

現地調査による沿岸域の隆起（鹿磯漁港）

M7.6地震の前の海面

©あ海上保安庁

M7.6地震前の
鹿磯漁港

https://www1.kaiho.mlit.go.jp/KAN9/tori-naru/ishikawa_west/10_kaiso-gyoko.htm

©Naoshi Hirata
鹿磯漁港

4ｍ

102024/12/12 一橋講堂
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2024年1月1日
（24時間の余

震分布）

112024/12/12 一橋講堂
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1964年新潟地震
（M7.5, 最大震度５）

1983年日本海中部地震
（M7.7, 最大震度５）

1993年北海道南西沖地震
（M7.8, 最大震度５）

令和6年能登半島地震
（M7.6, 最大震度７）

2024.1.1- M≧4.0

1964.6.16-8.16 M≧4.0

1983.5.26-7.26 M≧4.0

0

100

200

1993.7.12-9.12 M≧4.0

0

100

200

2024.1.1- M≧4.0

平成5年(1993年）北海道
南西沖地震 (M7.8)

令和6年能登半島地震

(M7.6) （注1) 700回
（注1)2024年1月1日16時
10分(M7.6)の地震を起点に
カウントしている。

積
算
回
数

昭和58年(1983年）日本海
中部地震(M7. 7)

平成28年(2016年）熊本地
震(M7. 3)

活動開始からの経過日数 12

主な地震活動の地震回数比較
（M≧3.5、2024年11月30日24時00分現在）

気象庁作成資料に加筆

日本海沿岸で発生した
過去の大地震との地震活動比較

2024/12/12 一橋講堂
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2024/12/12 一橋講堂 13

震央分布図（2020年12月１日～2024年11
月26日22時47分、

深さ０～30km、M3.0以上） M6.5

M7.6

M5.4 

M5.1 
M5.0 M6.6

M6.0
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深さ0～30㎞
M2.0以上

14
気象庁作成資料に加筆

2024/12/12 一橋講堂

（2024年1月1日
を赤く表示）



© 2024  Naoshi Hirata, Emeritus Professor of the University of Tokyo

🄫🄫気象庁

珠洲市 146(49) 人
輪島 174(73)人

能登町 46(44) 人

穴水町 38(18）人
志賀町 17(15) 人

羽咋市 3(2) 人

石川県 469（241）人、不明3人
新潟県 4（4) 人、富山県2(2)人

七尾市 38(33) 人

石川県危機対策課
死者（関連死）

15

内灘町 4(4) 人

小松市 1(1)人

白山市 1(1)人

中能登町 1(1) 人

一橋講堂2024/12/12

石川県【 第176報 令和6年12月6日14時00分現在】
消防庁災害対策本部 （第１１３報）令和6年11月21日13時00分
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2024/12/12 一橋講堂 16

令和６年能登半島地震による被害及び消防機関等の対応状況（第１１５報）
令和６年１２月４日（水）１７時００分 消防庁災害対策本部
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珠洲市役所 OpenStreetMap

182024/12/12 一橋講堂
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珠洲市の建物被害

珠洲市飯田町西勝寺付近、2024年3月15日平田直撮影

©Naoshi Hirata ©Naoshi Hirata

珠洲市
西勝寺

珠洲市役所 OpenStreetMap

192024/12/12 一橋講堂
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珠洲

震央

©Naoshi Hirata

災害瓦礫
珠洲市宝立（ほうりゅう）町鵜飼（うかい）

SVGMap

石川県珠洲市宝立鵜飼にて、平田直 2024年3月15日に撮影

202024/12/12 一橋講堂
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内容

1. 令和6年能登半島地震

2. 首都直下地震とは何か？

3. 南海トラフ巨大地震と臨時情報
8月8日の日向灘の地震（Ｍｊ＝7.1）

4. 災害を軽減するために

5. まとめ

2024/12/12 21一橋講堂
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22

曝露（ばくろ）量 脆弱
（ぜいじゃく）性

回復力

危険度＝予測される被害（人的・経済的損失）＝

理学
（地震学他）

工学
（地震工学）

社会科学・

防災ボラン
ティア活動

社会科学・
都市工学

2024/12/12 一橋講堂
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地震と震災

1. 地震

2. 地震動（ゆれ）

3. 震災

自然現象

社会・経済現象

東北地方太平洋沖地震

東日本大震災地震・震災
23

地震の大きさ：マグニチュード (M)

ゆれの大きさ：震度 災害誘因（ハザード）

災害誘因
（ハザード）

2024/12/12 一橋講堂
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２０１６年５月１４日 平田直撮影＠益城町

死者 全壊

273 8,667棟

平成31年4月12日（金）１８時００分
熊本県熊本地方を震源とする地震（第１２１報）消防庁応急対策室

最大18万人の避難者

2016年熊本地震：M7.3

直接死：50人
災害関連死：223人

242024/12/12 一橋講堂
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累積数

M-T

1868年から2016年 （148年間）のM≧７の地震 : ２０８個

気象庁データベースによる

252024/12/12 一橋講堂
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累積数

M-T

1868年から2016年 （148年間）のM≧７の地震 : ２０８個

気象庁データベースによる

M7以上の規模の地震は、
毎年1～2回

262024/12/12 一橋講堂
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 ハザード（災害誘因：自然現象としての力）：

「並み」の大地震（M7) →熊本地震程度/能登半島のM7.6 より小さい

→ どこでも起きる地震

 曝露量（Exposure)  ： 巨大
 被害リスク ： 巨大

人口総数 14,170,275人
対前月比 37,189人（増）

対前年同月比 84,939人（増）
男 6,951,082人
女 7,219,193人

世帯総数 7,533,608世帯

奥能登
の200倍
以上

首都直下地震とは何か

27

首都圏で大災害を引き起こす
可能性のある地震

ばく ろ

（令和6年5月1日現在）（面積：2,194 km²）

奥能登の
2倍程度

曝露量

2024/12/12 一橋講堂
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1703年から現在までに9回 （大正関東地震の余震を除く）

1703年から1923年（220年間）に8回 → 平均発生間隔 27.3年

30年以内に発生する確率 → 70％ 程度

首都圏でこれまで起きた大地震と震災

平成２６年４月２５日公表
地震調査研究推進本部

地震調査委員会

相模トラフ沿いの
M8クラス：

ほぼ0から5%死者１万人
1923 大正地震

1703 大正地震 1923大正地震
死者10.5万人

1855安政地震
死者7千人

相模トラフからのフィリピン海プレートの沈み込みに伴うM7程度の地震

1703元禄地震
死者1万人

282024/12/12 一橋講堂

http://www.jishin.go.jp/main/index.htm


© 2024  Naoshi Hirata, Emeritus Professor of the University of Tokyo

可能性のある場所を「仮定」

１９の震源断層を想定

検討対象とした地震の断層位置

都心南部直下
（Mw7.3)

内閣府中央防災会議（平成25年）

302024/12/12 一橋講堂
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都心南部直下地震（冬・夕）による死者数

建物倒壊等, 
6,400人

28 ％

急傾斜地

崩壊, 60人

火災

16,000  人

70 ％

ブロック

塀等の倒

壊, 500人

2％

死者最大約23,000人

逃げ惑い

内閣府中央防災会議（平成25年）

全壊・焼失
６１万棟

負傷者：最大
約123,000 人

首都直下地震

経済的被害： ９５．３兆円
資産等の被害＋経済活動への影響

312024/12/12 一橋講堂
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• 都内で最大規模の被害が想定される地震で、震度６強以上の範囲は区部約６割
• 建物被害は１９４,４３１棟、死者は６,１４８人と想定

人
的
被
害

死者
６,１４８
（９,６４１）

人

要
因
別

揺れ
等

３,６６６
（５,５６１）

人

火災
２,４８２
（４,０８１）

人

負傷者
９３,４３５

（１４７,６１１）
人

要
因
別

揺れ
等

８３,４８９
（１２９,９０２）

人

火災
９,９４７

（１７,７０９）
人

避難者
２,９９３,７１３
（３,３８５,４８９）

人

帰宅困難者
４,５２５,９４９
（５,１６６,１２６）

人
※ ( )は前回想定の東京湾北部地震の被害量
※都心南部直下地震と東京湾北部地震では地震動が異なり、比較は困難であることに留意が必要
※小数点以下の四捨五入により合計が合わない場合がある。
※建物被害は揺れと火災の被害の重複を除去しており、原因別の被害の合計値とは一致しない。
※揺れ等には、液状化、急傾斜地等の被害を含む。

都心南部直下地震（M7.3）の震度分布

東京における被害想定（都心南部直下地震）冬・夕方（風速8m/s）

前回想定：９,７００人
→ 今回相当：６,２００人

（ ）内は、２０１２年想定

東京都の資料による

322024/12/12 一橋講堂
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全壊棟数分布

焼失棟数分布

東京における被害想定（都心南部直下地震）冬・夕方（風速8m/s）

建物
被害

１９４,４３１
（３０４,３００）

棟

要
因
別

揺れ
等

８２,１９９
（１１６,２２４）

棟

火災
１１８,７３４
（２０１,２４９）

棟

（ ）内は、２０１２年想定

東京都の資料による

332024/12/12 一橋講堂
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内容

1. 令和6年能登半島地震

2. 首都直下地震とは何か？

3. 南海トラフ巨大地震と臨時情報
8月8日の日向灘の地震（Ｍｊ＝7.1）

4. 災害を軽減するために

5. まとめ

2024/12/12 34一橋講堂



© 2024  Naoshi Hirata, Emeritus Professor of the University of Tokyo

南海トラフ地震対応：国からの呼びかけ

なぜ「国」からよびかけるのか？

一橋講堂 35

①地震発生の可能性が高い
②ハザード（災害誘因）が大きい
③曝露量が大きい → 被害が甚大
④「予知」に基づく防災対応は止める

2024/12/12
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南海トラフで発生した地震

領域 規模
30年以内
発生確率

南海トラフ
全域

M8～M9
クラス

70％
～80％

多様な震源パターン

Ⅲランク

©地震調査研究推進本部・地震調査委委員会
一橋講堂 362024/12/12
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南海トラフで発生した地震

領域 規模
30年以内
発生確率

南海トラフ
全域

M8～M9
クラス

70％
～80％

多様な震源パターン

Ⅲランク

©地震調査研究推進本部・地震調査委委員会
一橋講堂 37

①地震発生の可能性が高い

2024/12/12
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経験的手法によ
る震度分布

内閣府 南海トラフの巨大地震
モデル検討会（第１５回） 平成

２４年３月３１日

• 神奈川県西部から鹿児島県
にかけての広い範囲で震度6 
弱以上の揺れが見られる。

• 震度7 が想定される地域は、

静岡県、愛知県、徳島県、高
知県である。

• 東京都区部では、震度5強

M =9.0

一橋講堂 38

都心では震度
５弱～５強

2024/12/12
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経験的手法によ
る震度分布

内閣府 南海トラフの巨大地震
モデル検討会（第１５回） 平成

２４年３月３１日

• 神奈川県西部から鹿児島県
にかけての広い範囲で震度6 
弱以上の揺れが見られる。

• 震度7 が想定される地域は、

静岡県、愛知県、徳島県、高
知県である。

• 東京都区部では、震度5強

M =9.0

一橋講堂 39

都心では震度
５弱～５強

②ハザード（災害誘因）
が大きい

2024/12/12
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東日本大震災に
おける教訓

（高層階における
室内危険）

http://www.tfd.metro.tokyo.jp/camp/2014/201408/camp1.html 東京消防庁

一橋講堂 402024/12/12
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海岸の津波高さ（満潮時）最大クラスの津波
（各断層パターンの最大）ケース①

中央防災会議防災対策推進検討会議南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググループ （平成２４年８月）

駿河湾～紀伊半島沖に「大すべり域＋超大
すべり域」（右図）
○津波高（平均津波高）
• ［5m 以上が想定される地域］：124 市町

村（千葉県、東京都（島嶼部）、神奈川県、
静岡県、愛知県、三重県、和歌山県、
徳島県、愛媛県、高知県、大分県、宮
崎県、鹿児島県の13 都府県）

• ［10m 以上が想定される地
域］：21 市町村（東京都（島
嶼部）、静岡県、三重県、高知県、宮
崎県の5 都府県）

40

20

津
波
の
高
さ

(m
)

M =9.1

下田市(31m)

一橋講堂 412024/12/12
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マグニ
チュード

浸水面積
（km2）

浸水域内
人口（人）

死者・行方不
明者（人）

建物被害（全

壊）
(棟）

東日本大震
災

9.0 561 約62万 約22,152 約121,776

南海トラフ地
震・災害

9.0（9.1） 1,015 約163万 約323,000 約2,386,000

南海トラフ地震と、東日本大震災・東北沖地震

中央防災会議防災対策推進検討会議「南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググループ」（平成25年5月）

※３：（ ）内は津波のＭｗ、※４：堤防・水門が地震動に対して正常に機能する場合の想定浸水区域、
※５：地震動（陸側）、津波ケース（ケース①）、時間帯（冬・深夜）、風速（8m/s）の場合の被害、※６：地震動（陸側）、津波ケー
ス（ケース⑤）、時間帯（冬・夕方）、風速（8m/s）の場合の被害

一橋講堂 422024/12/12
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マグニ
チュード

浸水面積
（km2）

浸水域内
人口（人）

死者・行方不
明者（人）

建物被害（全

壊）
(棟）

東日本大震
災

9.0 561 約62万 約22,152 約121,776

南海トラフ地
震・災害

9.0（9.1） 1,015 約163万 約323,000 約2,386,000

南海トラフ地震と、東日本大震災・東北沖地震

中央防災会議防災対策推進検討会議「南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググループ」（平成25年5月）

※３：（ ）内は津波のＭｗ、※４：堤防・水門が地震動に対して正常に機能する場合の想定浸水区域、
※５：地震動（陸側）、津波ケース（ケース①）、時間帯（冬・深夜）、風速（8m/s）の場合の被害、※６：地震動（陸側）、津波ケー
ス（ケース⑤）、時間帯（冬・夕方）、風速（8m/s）の場合の被害

一橋講堂 43

③曝露量が大きく
甚大な被害の可能性が大

2024/12/12
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建物被害
約82,000人

津波被害
約230,000人

急傾斜地崩壊
約600人

火 災
約10,000人

合 計
約323,000人

建物被害
約15,000人

津波被害
約46,000人

急傾斜地崩壊
0人

火 災
約300人

合 計

約61,000人

人的被害※１ ※１：地震動（陸側）、津波ケース（ケース①）、時間帯（冬・深夜）、風速（8m/s）の場合

・耐震化率100%
・家具転倒・落下防止対策実
施100%
・全員が発災後すぐ避難開始
・既存の津波避難ビル有効活用
等

・急傾斜地崩壊危険箇所の
対策整備率 100%

・感震ブレーカー設置率100%
・初期消火成功率の向上 等

防災対策（現状） （対策後）
事前防災対策

南海トラフ巨大地震：事前対策だけでは、被害をなくすことができない

44一橋講堂

中央防災会議（2013）
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南海トラフ沿いの地震観測・評価に基づく防災対
応のあり方について（報告） (2017)

• 現在の科学的知見から得られた大規模地震の予測可能性
の現状を踏まえると、大震法＊に基づく現行の地震防災応急
対策は改める必要がある。

• 一方で、現在の科学的知見を防災対応に活かしていくという
視点は引き続き重要 中央防災会議 防災対策実行会議

南海トラフ沿いの地震観測・評価に基づく
防災対応検討ワーキンググループ（２０１７）

45一橋講堂

＊） 大規模地震対策特別措置法（昭和53年6月制定）

2024/12/12
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南海トラフ沿いの地震観測・評価に基づく防災対
応のあり方について（報告） (2017)

• 現在の科学的知見から得られた大規模地震の予測可能性
の現状を踏まえると、大震法＊に基づく現行の地震防災応急
対策は改める必要がある。

• 一方で、現在の科学的知見を防災対応に活かしていくという
視点は引き続き重要 中央防災会議 防災対策実行会議

南海トラフ沿いの地震観測・評価に基づく
防災対応検討ワーキンググループ（２０１７）

46一橋講堂

＊） 大規模地震対策特別措置法（昭和53年6月制定）

④「予知」に基づく防災対応は止める

2024/12/12
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一橋講堂 47

 「予知」から「情報の発出」
 「厳しい規制」から「自主的

な対応」

2024/12/12
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異常な現
象を観測
した場合
の情報発
表までの
流れ

©内閣府（防災担当、2019）

プレート境界
のM8以上の
地震（※１）

M6.8以上の地震

気象庁が「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」を発表

（巨大地震警戒）

一橋講堂 482024/12/12
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南海トラフ地震の多様な発生形態に備えた防災対応検討ガイドライン【第１版】
令和元年、 ３年（2021年）５月（一部改定） 内閣府（防災担当）

一橋講堂 49
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©内閣府（防災担当、2019

プレート境界のM8以
上の地震（※１）

←事前避難対象地域

一橋講堂 502024/12/12
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防災対応を検討する対象地域
• 最大規模の地震で

• 震度6弱以上

• 津波高3m以上で沿岸堤
防が低い地域

• 防災体制の確保、過去
の被災履歴への配慮

一橋講堂 51

南海トラフ地震防災対策推進地域：
１都２府26県707市町村

南海トラフ地震の多様な発生形態に備えた防災対応検討ガイドライン
【第１版】令和元年、 ３年（2021年）５月（一部改定） 内閣府（防災担当）

2024/12/12
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【巨大地震警戒対応】事前避難対象地域

一橋講堂 52

○津波浸水想定区域から避難
可能範囲を除いた地域を事
前避難対象地域とする

○事前避難対象地域に対して
は、最初の地震に伴う大津
波警報または津波警報切り
替え後、避難勧告等を発令
し、住民避難を継続

©内閣府（防災担当、2019）

2024/12/12
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©内閣府（防災担当、2019）

南海トラフ地震臨時情報（巨大地警戒）

大規模地震の発生可能性が相対的に
高まっている

 昭和の東南海地
震の
２年後に南海地震

 安政の南海地震
は、東海地震の
２日後

一橋講堂 532024/12/12
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M8.0 以上の地震発生後に隣接領
域*でM8 クラス以上の地震が７日
以内に発生する頻度は
 十数回に１回程度

（７事例／103 事例）
 通常の100 倍程度の頻度
※通常
「30 年以内に70～80％」の確率を
７日以内に換算すると
 千回に１回程度

南海トラフ地震の多様な発生形態に備えた防災対応検討ガイドライン【第１版】令和３年５月（一部改定）内閣府（防災担当）

*「隣接領域」：最初の地震の震源
から50km 以上500km 以内

一橋講堂 542024/12/12
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内容

1. 令和6年能登半島地震

2. 首都直下地震とは何か？

3. 南海トラフ巨大地震と臨時情報
8月8日の日向灘の地震（Ｍｊ＝7.1）

4. 災害を軽減するために

5. まとめ

2024/12/12 56一橋講堂
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2024年8月8日日向灘の地震（M7.1）

日南市南郷町
震度6弱

一橋講堂 57

南海トラフ巨大地震
の想定震源域

2024/12/12
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異常な現
象を観測
した場合
の情報発
表までの
流れ

©内閣府（防災担当、2019）

M７以上の地
震（※１）

M6.8以上の地震

気象庁が「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」を発表

（巨大地震警戒）

8月8日16時42分 地震発生

16時43分地震
を検知：M7.1

17分後（17:00）
「調査中」発表

152分後（19 ：15） に南海トラフ地震
臨時情報（巨大地震注意）を発表

47分後（17:30）
「評価検討会」開催

一橋講堂 582024/12/12
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南海トラフ地震の多様な発生形態に備えた防災対応検討ガイドライン【第１版】
令和元年、 ３年（2021年）５月（一部改定） 内閣府（防災担当）

一橋講堂 59

脆
弱
性

低

高

2024/12/12



© 2024  Naoshi Hirata, Emeritus Professor of the University of Tokyo

南海トラフ地震の多様な発生形態に備えた防災対応検討ガイドライン【第１版】
令和元年、３年（2021年）５月（一部改定） 内閣府（防災担当）

一橋講堂 60

巨大地震注意対応

● 日頃からの地震への備えを
再確認する等

（必要に応じて避難を自主的に
実施）

2024/12/12
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M7.3の地震が発生した2日後
にM9.0 の地震が発生

2024/12/12
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 Mw7.0以上の地震
発生後、7日以内に、
Mw8クラス＊以上

の大規模地震が発

生するのは、数百
回に１回程度。

 異常な現象が観測
される前の状況（平

常時））に比べて数
倍高い。

注）Mw7.8以上

平常時：
• 30年以内に70～80％
の発生可能性がある

• ７日以内に換算すると
概ね千回に１回程度

一橋講堂 622024/12/12
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内容

1. 令和6年能登半島地震

2. 首都直下地震とは何か？

3. 南海トラフ巨大地震と臨時情報
8月8日の日向灘の地震（Ｍｊ＝7.1）

4. 災害を軽減するために

5. まとめ

2024/12/12 63一橋講堂
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内容

４．震災への備え
4-1 防災リテラシー → 理解して備える
4-2 事前対策

642024/12/12 一橋講堂
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より良い社会と生活のために自分のこととし
て、防災に取り組むための基本知識

地域の特徴を理解する
自分の住む地域の「自然」・「社会」を理解する
自分の住む地域の「災害」を理解する

他の地域の取り組みに学ぶ

防災リテラシー
リテラシー（literacy）： 正しく読み書きができる能力、生きる力
防災リテラシー： 正しく防災を理解する能力、災害から生き延びる力

652024/12/12 一橋講堂
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66

全国地震動予測地図

•地震の規模、
発生確率等
に関する「長
期評価」を
公表

•過去の地震
から「評価」
（推定）

•長期評価と地
盤の強弱をもと
に、地震発生
確率の分布
•周辺の複数
の地震による
「ゆれ」を評価

〇海溝型地震の長期評価 〇今後30年以内に震度6弱以上の揺れに見舞われる可能性

＋

地盤の
強弱

一橋講堂

ある地域で発生する地震の
発生確率（ランク）

ある場所で発生する揺れの
発生確率（ランク）

長期評価
全国地震動予測地図



© 2024  Naoshi Hirata, Emeritus Professor of the University of Tokyo

一橋講堂 67

https://www.jishin.go.jp/main/chousa/20
_yosokuchizu/yosokuchizu2020_tk_2.pdf

交通事故で負傷
１２％

火災で罹災
0.94％

※４事故等は「令和元年警察白書」・「令和元年版消防
白書」・「令和元年の刑法犯に関する統計資料」から計算

2024/12/12
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建物被害推定と予測地図の比較

衛星データの分析で判明した能登半島地震の建物被害の
推定、グレーは観測対象外（東京工業大学の提供データを
日経加工）

能登半島地震、石川県輪島市の建物被害1割が甚大 衛星
データ分析 - 日本経済新聞 (nikkei.com)

地震動予測地図2020年版
30年震度6弱以上の揺れに見舞われる確率（全ての地震、
平均ケース）

リンク
2024/12/12 一橋講堂 68

②

https://www.nikkei.com/telling/DGXZTS00008680Z00C24A1000000/
https://www.j-shis.bosai.go.jp/map/?center=137.0408372,37.16046854&zoom=9&flt=0,0,0,0&transparent=0.2&layer=P-Y2020-MAP-AVR-TTL_MTTL-T30_I55_PD2&epoch=Y2020&ls=0&lang=jp
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②輪島市中心部

輪島市黒島地区周辺の建物被害の推定（2日のJAXAの衛
星画像を日経加工）

能登半島地震、石川県輪島市の建物被害1割が甚大 衛星
データ分析 - 日本経済新聞 (nikkei.com)

リンク
2024/12/12 一橋講堂 69

地震動予測地図2020年版
30年震度6弱以上の揺れに見舞われる確率（全ての地震、
平均ケース）

高い

https://www.nikkei.com/telling/DGXZTS00008680Z00C24A1000000/
https://www.j-shis.bosai.go.jp/map/?center=136.9083743,37.39158075&zoom=14&flt=0,0,0,0&transparent=0.2&layer=P-Y2020-MAP-AVR-TTL_MTTL-T30_I55_PD2&epoch=Y2020&ls=0&lang=jp
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内容

４．震災への備え
4-1 防災リテラシー → 理解して備える
4-2 事前対策

耐震化
BCP（事業継続計画）

702024/12/12 一橋講堂
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ISSN 1346-7328 国総研資料第１２９６号 ISSN 0286-4630 建築研

究資料第２１２号令和６年１０月

能登半島地震による木造の建築時期別の被害状況

輪島市の鳳至地区、河井地
区、黒島地区、道下地区お
よび門前地区、珠洲市の宝
立地区、飯田地区および正
院地区ならびに鳳珠郡穴水
町の中心部の建築物の
6,873棟。これらのうち、

用途が簡易な倉庫、神社等
のものや、用途不明のもの
を除いた5,392棟について

集計を行った。最終的な構
造別の内訳は木造が4,909
棟、S造が222棟、RC造が
126棟、混構造が74棟
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首都直下地震災害への防災・減災対策による被害軽減効果
（冬・夕方/風速8ｍ/s）○ 建物耐震化等の現況に基づく被害量から、今後対策を進めた場合の被害軽減効果を推計

©東京都

2000年耐震基準

（2015年）

722024/12/12 一橋講堂
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事業継続計画(BCP：Business Continuity Plan）

① 優先して継続・復旧すべき中核事業
を特定する、

② 緊急時における中核事業の目標復旧
時間を定めておく、

③ 緊急時に提供できるサービスのレベ
ルについて顧客と予め協議しておく、

④ 事業拠点や生産設備、仕入品調達等
の代替策を用意しておく、

⑤ 全ての従業員と事業継続についてコ
ニュニケーションを図っておくことにあ
ります。

https://www.chusho.meti.go.jp/bcp/contents/level_c/bcpgl_01_1.html
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⓪人命（従業員・顧客）の安全を守る
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まとめ（１）

1. 最近の地震
① 令和６年能登半島の地震（M7.6）：内陸の大地震
② 8月8日の日向灘の地震（M7.1） →南海トラフ地

震臨時情報

2. 首都直下地震（M7クラス）
① 過度の集中化
② 曝露量が巨大のために、被害が甚大
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まとめ（２）

３．震災への備え
•自分のこととして、地域の社会と自然を理解する

•「地震予知」はできないが、災害誘因（ハ
ザード）の予測（揺れの予測）は、できている

事前対応
•耐震化が不可欠
•BCP（事業継続計画）
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